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タービンタービン建屋東建屋東側側（海側）（海側）他の他の下部透水層下部透水層のの水質調査水質調査結果結果
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タービン建屋東側および護岸エリア（2-3号機取水口間）の下部透水層（互層部）地下水の水質調査を実施。

■調査位置図

：凍土遮水壁設置箇所

：既設観測孔

：凍土遮水壁観測孔
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■調査結果
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【参考】採水方法

互層部の水質測定のための採水は、以下のように実施する。

【観測孔が完成して１回目の採水】

（１）観測孔の地下水位表層部にポンプを設置し、孔内の急激

な水位低下を防止するため、観測孔内の入れ替えが完了

する相当量の水をゆっくりと汲み上げる。

（２）孔底堆積物を巻き上げない高さにポンプを静かに下ろし、

ゆっくりと採水を行う。

【２回目以降の採水】

（１）孔底堆積物を巻き上げない高さにポンプを静かに下ろし、

孔内の急激な水位低下を防止するため、ゆっくりと採水

する。
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【【参考参考】】凍土遮水壁設置における下部透水層地下水調査の目的凍土遮水壁設置における下部透水層地下水調査の目的

・凍土遮水壁設置工事の凍結管の設置時（削孔）において、下部透水層（互層部）の地下水位が上
部透水層（中粒砂岩層）よりも高ければ、上部透水層から下部透水層への地下水の流れは生じず、
上部透水層の地下水に汚染がある場合でも汚染は拡散しないものと考えられる。

・しかし、下部透水層の地下水位が上部透水層より低い場所では、下部透水層への地下水の流れが
生じ、汚染が拡散する可能性がある。

・上記に対して、汚染が下部透水層に流出する可能性がある場合には、止水対策（スタンドパイプ
設置）を講じて、汚染拡散を防止する計画である。

地下水の汚染状況等を把握してスタンドパイプの設計（長さ、範囲）を確定するため、
凍土遮水壁の設置箇所にて、 １～４号機建屋周りの地下水調査を行う。

下部透水層への汚染拡散の可能性があるケース

ボーリング孔

建屋

③放射性物質が下
部透水層へ流出す

る可能性あり

スタンドパイプによる汚染拡散防止
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互層

中粒砂岩層

埋戻土

対策

透水層

難透水層

放射性物質

②下部へ
の流れ

・地下水の汚染あり
・下部透水層の水位の低下

①地下水バランス
上部透水層＞下部透水層

下部透水層が汚染してい
る場合は、更に深く対策
が必要
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【参考】地下水位分布のイメージ

上部透水層の地下水位

下部透水層の地下水圧
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【参考】中粒砂岩と互層部の地下水位経時変化（10m盤）
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【参考】中粒砂岩と互層部の地下水位経時変化（4m盤）
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